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１ 派遣業務の内容、現況 

 

現在の所属仙台土木事務所に勤務して今年で２年目となります。 

現所属では、主に東日本大震災により被災した特別名勝「松島」の浦戸諸島に位置する朴島

の防潮堤復旧・復興に関する業務を行っています。これは震災により堤防が破壊され機能を為

さないことからL1津波対象の「チリ地震」TP3.3ｍまで防護することを目途に復旧するもので

す。 

昨年度に引き続き、朴島南災害復旧工事と昨年暮れに倒産した業者が施工していた朴島東工

事も担当しています。 

朴島南につきましては、１工区及び２工区は完成し地元島民に開放しており、今後３工区の

施工を復興最終年である令和３年３月末の完成を目指して開始するところです。 

また、朴島東工事につきましては、現場内調査が９月に完了し、今後樋門工事を施工し令和

２年秋頃の完成を目指して鋭意施工を開始します。 

今回倒産現場の工事を引き継ぎましたが、離島であることも鑑み、現場調査、資材調査等の

難しさを改めて実感いたしました。 
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朴島南工区 

     
 手前に移っている集落のある箇所が現在災害復旧工事を行っている朴島南工事現場

です。１工区及び２工区は完成済みであり、１０月より３工区での作業を開始しまし

た。 

 

朴島東工区 

  

    前工事（倒産現場）の資材整理及び現場調査が完了し、１２月より工事を開始する

予定です。 
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現場（朴島）に行くには、塩釜港からの市営汽船が唯一の交通手段であり、1日当たりの運行

本数も少ないため、塩釜港朝9時30分発の船に乗り朴島着は10時20分となります。現場での

作業を終え帰りは（今年度より朴島１2時発の船が増便となった）塩釜港には１時着（昨年まで

は２時着）となり、島での滞在時間並びに事務所への帰庁時間も制限されます。 

しかしながら、約50分の船旅は名称松島を余すところなく堪能でき、癒やされております。 

 

 

 

２ 復旧･復興状況や被災地での見聞・感想 

 

私が担当している離島（朴島）等の復旧事業は令和２年度末を予定しており、あと１年半弱

となりました。 

また他県より派遣の職員も年々少なくなってきました。 

一方別の沿岸事務所（石巻・気仙沼）に目を向けてみると、復興期間（令和２年度）での完

成はとても見込めないというような声も聞こえてきており、宮城県全体での復興はまだ先のよ

うです。 

（令和元年10月作成） 


